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特 記 仕 様 書

工 事 名 称

Ⅰ．工事概要

工 事 場 所

工 期

釧路市阿寒町阿寒湖温泉4丁目16番、31番

阿寒・フォレストガーデン整備推進業務 第1工区整備工事

平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

工 事 種 目

Ⅱ．適用（本特記事項は、■のものを適用する。）

■ この特記仕様書は、「北海道建設部」（以下、「共通仕様書」という。）でいう特記仕様書

で、本工事に適用する。

■ この工事の施工に当たっての一般事項は、共通仕様書による。

■ 追加事項が必要な場合には、空欄部分に記載する。

Ⅲ．工事共通図書

本工事は本設計書のほか、下記の図書による。

■ 土木工事共通仕様書（北海道建設部）

□ 自然公園等工事監理指針（自然公園編）（環境省自然環境局自然環境整備課）

□ 自然公園等工事提出書類様式集（環境省自然環境局自然環境整備課）

□ ヘリコプターによる輸送業務特記仕様書（環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室）

□ ヘリコプターによる輸送業務の安全管理要領（環境省自然環境局自然環境整備担当参事官室）
□

Ⅳ．特記事項

特 記 事 項

■ 自然公園法による地域地種区分

　 第 2 種特別地域 （阿寒地区）

□ 自然公園法による車馬の乗り入れ規制区域

□ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律による鳥獣保護区、特別保護区域

□ 文化財保護法による史跡名勝天然記念物

□ 森林法による保安林

□ 海岸法による海岸保全区域

□ 都市公園法による都市緑地

□ 河川法による河川区域

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■ 工事現場の見やすい場所に、工事名・工事期間・事業主体名・工事請負者名・現場責任者名・

電話番号を記した小型（景観の支障にならない程度の大きさ）の表示板を設置する。

□ 工事実情情報の登録を行う。

□ 工事に係る仮設については次の点に留意するとともに、その施工方法については事前に監督職

員等と協議し承諾を受ける。

（１）作業場敷や資材置場敷が必要な場合は、原則として裸地を利用することとするが、やむ

を得ず植生等にかかる場合は表土ごと植物を移植するか、もしくは足場等により植生を

保護する。

（２）作業通行止めによる迂回路を設ける場合は、短期間・短ルートを原則として、各現場に

合わせて植生に影響が出ない工法で実施する。

（３）原則として、工事現場には休憩小屋を設置せず、山小屋を利用することとするが、山小

屋利用が困難な場合にかぎり現地に仮設小屋もしくはテントを設置できることとする。

なお、テントの場合には、明らかに工事用の仮設テントとわかる仕様とする。

　　（一般登山者に違法テントとの誤解をあたえないため）

□ 監督職員事務所を設ける。（規模及び仕上げの程度は現場説明書による。）

■ 工事用水及び工事用電力は請負者の負担とする。

　 構内既存設備（□利用できる　□利用できない）

□ 資材等の運搬は、ヘリコプターを使用して行う。

□ 設計図縮小版〔・　Ａ３判　・　　　判　・　４部　・　　　部〕を製本し（表紙、及び背表

紙には、年度、工事名等を明朝体文字で記入）、監督職員に提出する。なお、費用については

受注者の負担とする。

■ 完成図のサイズは、（□Ａ１　■Ａ３　□　　）とし、提出する図面の種類及び記入内容等は

共通仕様書及び監督職員の指示による。

■ 完成図はＣＡＤにより作成し、ＣＡＤデータの提出は（■必要　□不要）とする。

□ 完成図は上記サイズの縁付きトレーシングペーパーにインク書き（鉛筆書き）とする。

■ 完成写真は、カラー（□キャビネ版　■デジタル版）で（■２　□　　）部提出する。ただし、

原版は撮影業者の保管とする。なお、撮影箇所等は監督職員の指示による。

■ 工事に伴う安全管理については、関連法規を遵守し万全を期す。

■ 施工に先立ち、工事共通図書を十分熟読し、工事計画書を立案し、工事計画会議を行う。

■ 現場代理人は設計図書の主旨を充分理解したうえで、工事に携わる全ての作業員に浸透するよ

う指導する。

■ 1．の法令による制限事項等がある場合は、法令の規定の遵守方法について監督職員等に指示

を受ける。

■ 自然公園法の特別地域である場合は、指定植物及び希少な高山植物の有無を確認し、生育が認

められた場合は、監督職員等と協議し、その保全のために適切な措置を講じる。

■ 希少な動物の生息が認められた場合には、直ちに監督員等と協議し、その個体及び生育環境の

保全のための適切な措置を講じる。

■ 利用者の集中する時期における施行については、利用者の動向に配慮し、利用者への支障を最

小限とした施行計画のもとに実施する。

■ 周辺の環境および自然環境等に影響を及ぼすおそれがある場合は、施工時期および施工時間帯

について監督職員等と協議のうえ、設定する。

■ 本工事の着工にあたり、既設物、地盤高等の確認のため現況測量を行い、その結果を監督職員

等に報告する。

■ 設計図書に疑義が生じた場合又は、明示のない場合は、書面をもって通知し、監督職員と協議

（監督職員の指示により設計部門との直接協議する場合を含む）のうえ、内容を確定する。

■ 電線管の埋設に当たって、将来接続を予定している端部は、地上部まで立ち上げ蓋止めとして

その位置を明示する。

■ 電線管の土被りは、特記なき場合は0.6ｍ確保、一般車両通行部は、1.2ｍ確保する。

■ 電線管の接続は、電線管内に浸水しないように堅固に行う。

■ 電線管、ハンドホール等の布設は、他の埋設物および構造物や植栽と交差、近接する場合は、

監督職員等と協議し、適切な措置を行う。

■ 電線管、灯柱等の設置は、他の構造物および植栽（特に高木との隔離）との取り合いに十分注

意する。

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 排水管等の掘削に当たっては、事前に既設埋設管の調査を行い、既設埋設管の損傷を防止す

る。

■ 側溝・桝等と他の施設（舗装、石積、緑石等）との取り合いは、なじみよく仕上げる。

□ 既設マンホール蓋の天端は、周辺舗装との取り合いをなじみよく仕上げる。必要が生じた場合

は高さ調節を施す。

□ 本管への穴開けは機械穿穴とする。

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 給水管の土被りは、特記なき場合は歩道・管理者用通路・植栽地は0.6ｍ確保し、一般車両通

路は1.2ｍ確保する。

□ 他の埋設物と交差・近接する場合は、監督職員等と協議し適切な処置を行う。

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 樹木の植付けに当たっては、各樹木の形状・樹姿等の特徴を確かめ周囲の状況を考慮して見栄

え良く植え込む。また、支柱の向きにも配慮する。

□ 植え込みの指示がある場合は、指定寸法に景姿良く仕上げる。

■ 植穴の掘削に当たって、湧水、滞水・障害物等、樹木の生育を阻害する土壌状態が確認された

場合は、監督職員等と協議し適切な措置を行う。

□ 權木植え込みの端部は、下枝が上がらないように全面の一列はやや前側に倒して植え付ける。

□ 平坦地に張り芝および播種を行う場合は、地表面にラウンディングを施し、表面排水勾配を確

保し、植栽地の滞水を防ぐ。

□ 樹木植栽地における芝張りの範囲は、高木については水ぎめ、または土ぎめを行った水鉢の内

側までとし、低木については樹種に応じて芝張りが可能な部分とする。

■ 樹木の形状寸法は最小限度を示し、工事完成時点のものを言うが、その許容上限は監督職員の

協議のうえ決定する。

■ 樹木材料の長距離輸送に際しては、蒸散抑制剤を使用するとともに、輸送トラックのシート掛

け、中間地点での散水等を行い、乾燥を防止する。入荷した樹木材料は、速やかに植え付け、

水ぎめをおこない仮支柱を打って養生する。

□ 常緑樹（高・中木）に対する冬季の防寒・対乾燥養生を必要に応じて行う。

■ 樹木材料については、入荷前に材料検査を受けるか、入荷後においても監督職員等により抜き

取り検査を受ける。また、根巻きを外し、根の良否、病虫害等のないことを確認のうえ、植え

付ける。

□ 支柱の防腐処理の仕様は下記とする。
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 木材の工事現場搬入時の含水率は、全断面の平均推定値２０％以下とする。ただし屋外で使用

するもの等、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

□ その他の部分に使用する木材は、日本木材防腐協会認定加圧注入防腐処理、および表面撥水性

木材保護塗装処理とする。

□ 木材の仕上げはプレーナー仕上げを標準とし、高欄、柵のトップレールはサンドペーパー仕上

げとする。また、デッキのスロープ部および渡りデッキはノンスリップ加工とする。

□ 施設の設置に際しては、図面に従うものとするが据え付けの納まりに関しては監督職員等の指

示に従う。

□ 案内板、指示標識等の設置に際して、図面に従うものとするが、設置の方向、案内図のデザイ

ン等に関しては、監督職員等の指示に従う。

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 残土処理に当たっては、その搬出先の現況測量を行い、現況図を作成した後、残土搬入、敷均

し等を行う。また、搬出完了後、出来形図を作成し監督職員等に提出する。

■ 植栽地に対して必要以上の機械の出入りは避け、土壌の固結防止を図る。

■ 盛土工に当たっては、現況地盤と盛土部との間に滞水層ができないように注意を払う。

■ 切土工に当たっては、特殊土壌（土丹、礫、固結粘土等）が出現した場合は監督職員等とその

措置を協議する。

■ 法尻・法肩・築山などについては、ラウンディングにより周辺景観と調和するように努める。

なお、監督職員の指示する主要な部分の施工図を提出し承諾を得る。

■ 客土の運搬および敷均しについては、雨天後の含水比の高い状態での作業を行ってはならな

い。また、重機による巻出し、押土による移動は、出来る限り制限する。

■ 掘削にあたっては、既設埋設物を破損しないように事前に調査する等留意し、障害物等が発見

された場合は、監督職員と協議する。

■ 搬入する土砂は、地域生態系保全の観点から、雑草等の混入のないものとする。

□ 張り芝部への客土は、マサ土と山砂を混合した土を使用する。

□ 客土材は案内図に示す位置に仮置されている表土（搬入土）または、良質土（購入土）とす

る。表土と良質土の使い分けは下記による。

　 表土：　　　　　　　　　　　　　　　良質土：　　　　　　　　　　　　　

□ 残土は次の処理場への運搬搬入するものとするが、敷均しは受け入れ先において行うととも

に、土量が確認できるよう必要な資料を整備するものとする。

（１）受け入れ先の名称、所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）距離　　　　　片道　　 　 　Km

（３）土量 　　　　　　　　　　　 m3

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 施工上の納まりまたは取り合い関係で、材料、寸法、取り付け位置、取り付け工法等について

軽微な変更および測量誤差に起因する地盤高さ、建物位置、道路、水路、配管等の軽微な変更

は、監督職員と協議する。協議の結果は、記録し、監督職員に提出する。なお、これらは、原

則として現場処理とする。

■ 仕様書及び本図書に記載がなくとも、本工事を遂行するうえで当然必要な施工上の事項につい

ては請負者の負担にて処理する。

■ 工事範囲内の占有物件等については、埋設状況等を把握し、これに損傷を与えないように十分

に注意して施工する。

■ 施工に先立って、すでに損傷を受けている箇所について調査し、その結果を監督職員に報告す

る。

■ 本工事分と既設部分とのすり付けは、なじみ良く仕上げる。

□ 本設計図書に記載のない既設物の解体・撤去の際は、写真撮影を行い形状寸法・数量を監督職

員に報告し承認を得てから、解体・撤去を行う。

■ 本工事で生ずる発生材は、形状寸法・数量を監督職員に報告し、指示に従って措置する。

■ 各種製品、石材、タイル、樹木、その他監督職員等の指示する材料は、施工に先だち見本品を

提出し監督職員等の承諾を得る。

■ 工場製品あるいは現場加工品の色彩については、別途「色彩計画書」による他図面に明示され

ていない場合、監督職員等と協議し色彩を確定する。

■ コンクリートミキサーの清掃により生じる汚濁水の処理については、原則として、公園区域外

まで搬出し処理することとする。なお、搬出が困難な場合は、その都度処理方法について監督

職員等と協議し、自然環境に影響を及ぼさないように処理する。

■ 残土、表土等のダンプトラック運搬に関しては、必ずシート掛けを行う。

■ 掘削土砂等を仮置きする場合は、降雨等により周辺の植生帯に流失し、植物に影響を及ぼすこ

とのないように、土嚢積みやシート掛け等の適切な対策を講じる。

□ 廃材処理および暖をとるためのたき火等は禁止とする。やむを得ず暖をとる必要があるとき

は、直火以外の方法で周囲の環境に影響を及ぼさないように行う。

■ 常に、資材および作業機械・工具の整理整頓に努めるとともに、吸い殻、ゴミの管理は徹底す

る。

■ 既存測量杭がある場合は、工事中必要に応じて引照点をとるなどして大切に扱う。

□ 本工事で使用する植栽樹木について植樹保険に加入し、加入証書の写しを提出する。

□ 国等による環境物品等の調達の推進に関する法律（グリーン購入法）に基づく、環境物品等の

調達の推進に関する基本方針〔以下「基本方針」という。〕（環境省ホームページに掲載（毎

年２月改正））において位置づけられた、「特定調達品目」に該当する材料及び建設機械等

は、原則として基本方針に定める判断基準を満足するものを使用することとする。

　 なお、やむをえず判断基準に満たないものを使用する場合は監督職員の承諾を受けるものとす

る。

　 また、「特定調達品目」の調達の実績（設備及び公共工事）について、当該年度の調達実績集

計表（物品・役務及び公共工事）を環境省ホームページからダウンロードし、Excelファイル

で作成し、提出する。

□ 本工事は、特定建設資材を用いた建設物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用

する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平

成１２年５月３１日法律第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令又は都道府

県が条例で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基

づき分別解体及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督

職員と協議するものとする。

■ 分別解体等の方法

□ 再資源化等をする施設の名称及び所在地

□ 受注者は、特定建設資材の分別解体・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８

条に基づき、以下の事項を書面に記載し、監督職員に報告することとする。

　　　・再資源化等が完了した年月日　　・再資源化等をした施設の名称及び所在地

　　　・再資源化等に要した費用

□ 本工事は「建設副産物情報交換システム」（以下「システム」という。）の登録対象工事であ

り、受注者は、施工計画作成時、工事完了時、及び登録情報の変更が生じた場合は速やかに当

該システムにデータの入力を行うものとする。監督職員への報告はシステムにより作成した

〔再生資源利用計画書（実施書）〕及び〔再生資源利用促進計画書（実施書）〕により行うも

のとする。

□ 本工事の施工に当たっては、「建築工事における建設副産物管理マニュアル」のうち「第５章

施工」に従い適切な処理に努めるものとする。

□ 「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」に基づき、国立公園等施設への木材

利用量について、木材利用実績調査要領により、Excelファイルで作成し、提出する。

□ 木材の加圧保存処理は、JIS A 9002「木質材料の加圧式保存処理方法」に準拠すること。保存

剤の吸収量及び浸潤度は、AQ 又は JAS で定める基準に準拠すること。

□ 工事の一時中止

　　基本計画書の作成

１）契約書第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における

工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を

受けるものとする。

　 なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材

料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関

すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工　程 作業内容 分別解体等の方法工
種
ご
と
の
作
業
内
容
及
び
解
体
方
法

① 仮 設

② 土 工

③ 基 礎

④ 本 体 構 造

⑤本体付属品

⑥ そ の 他

（ ）

仮設工事

　□有　　　　■無

土工事

　■有　　　　□無

基礎工事

　□有　　　　■無

本体構造の工事

　□有　　　　■無

本体付属品の工事

　□有　　　　■無

その他の工事

　□有　　　　■無

□手作業

□手作業・機械作業の併用

□手作業

■手作業・機械作業の併用

□手作業

□手作業・機械作業の併用

□手作業

□手作業・機械作業の併用

□手作業

□手作業・機械作業の併用

□手作業

□手作業・機械作業の併用

特定建設資材廃棄物の種類

コ ン ク リ ー ト

ア ス フ ァ ル ト

木 材

施 設 の 名 称 所 在 地

一

般

共

通

事

項

３

土

工

■ 鉄筋の種類は下記による。

□ 鉄筋圧接完了後の試験は超音波探傷試験とする。

■ 鉄筋コンクリートの設計強度は下記による。

■ 無筋コンクリートの設計強度は下記による。

■ セメントの種類は下記による。

■ 型枠に使用するせき板の材質は複合合板を原則とし、それ以外を使用する場合は監督職員の承

諾を得るものとする。
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

適 用 箇 所径 ( m m )種 類鉄 筋 名 称

異 形 鉄 筋

小 型 丸 鋼

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＲ２３５

設計基準強度　Ｆｃ( N / m m 2 ) 適 用 箇 所

設計基準強度　Ｆｃ( N / m m 2 ) 適 用 箇 所

種 類 適 用 箇 所

普通ポルトランドセメント

高 炉 セ メ ン ト

フライアッシュセメント

■ 路床の支持力が弱いと思われる部分については監督職員等と協議し、その指示にしたがって改

良を行う。

□ 石材・平板・レンガ・タイル等の舗装については、設計図に基づいて割り付け図を作成し（伸

縮目地を含む）監督職員等の承諾を得る。

■ 舗装の水勾配の設定に当たっては、設計図に基づいて施工図を作成し監督職員の承諾を得る。

□ インターロッキングブロック等の敷き砂にて施工する舗装工事において、人孔、集水桝・照明

灯及び植栽地と隣接する部分は、モルタル止めとする。また、勾配が急な箇所の敷き砂、その

ほか監督職員等の指示する箇所は、モルタル空練りとする。

■ 構造物等の周辺の舗装との取り合い部については転圧不足にならないように念入りに行う。

（転圧が不足な場合等は路床改良を行う。）

□ 監督職員等の指示する舗装は試験施工を行い、承諾を得てから施工する。

□ 施設工事に使用する石材については、加工図、納まり図等必要に応じ施工図を監督職員に提出

し承諾を得る。

■ コンクリート構造物の天端・角部は、特記のない限り面取りを施す。

■ 施設等の構造物設置に当たって、基礎地盤が軟弱で所定の支持力が得られない場合は、監督職

員等と協議し適切な措置を行う。

□ 石積工事に当たっては、水抜き穴の設置箇所・伸縮目地の設置箇所について割付図を作成し監

督職員等の承諾を得る。また、石積の目地は深目地とし、セメントの付着した部分はその日の

うちに洗い流す。

□ 使用する木材は、下記の強度を有し、割れ・狂いの少ない木材とする。

圧 縮 強 度

(N/mm2)

引張り強度

(N/mm2)

曲 げ 強 度

(N/mm2)

せん断強度

(N/mm2)

４

　

無

筋

・

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

５

　

施

設

整

備

工

施

設

整

備

工

６

植

栽

工

７

給

水

工

８

排

水

工

９

電

気

工

　　  既存樹木伐採 他

  D10～D16   全て

  全て

  全て  18（N/mm2）

  21（N/mm2）   全て

施設撤去工

敷地造成工

植栽工

雨水排水設備工

電気設備工

　　  掘削、盛土、法面整形

　　  高木植栽

　　  排水管、排水桝

　　  電線、電線管
園路広場整備工

アスファルト舗装、砂利舗装
施設整備工

パーキングシステム基礎



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

位置図

株式会社　ライヴ環境計画

平　成　28　年　度

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

第１工区整備工事

釧路市阿寒町阿寒湖温泉4丁目4-16,4-30,4-31,3-224,3-3の内駐車場

0 25m 75m 125m 250m

S=1:12,500 (A1)

【位置図】

S=1:25,000 (A3)

敷地面積：31,383m2
施工面積： 6,353m2（1工区）

S=1:12,500 (A1)
S=1:25,000 (A3) 1



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

現況平面図

株式会社　ライヴ環境計画

平成 29年  3月  31日

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:500 (A1)
S=1:1000(A3)

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

2
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【現況平面図】
S=1:500 (A1)
S=1:1000(A3)
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年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

全体平面図（1期工事）

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

1工区アリア

6,353m2

2
,
0
00

2,000

2,
00
0

駐車場（132台）

アプローチ道路

仮設道路

【全体平面図（1期工事）】

0 5m 10m 30m 50m 100m

N

S=1:  500 (A1)
S=1:1,000 (A3)

S=1:  500 (A1)
S=1:1,000 (A3)

平成 29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

3

築山

築山



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

伐採平面図

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

NO. zone 分類 樹種名 樹高(ｍ) 幹周(cm) 備考

1 A-1 針葉樹 アカエゾマツ 6.0 59

2 A-2 針葉樹 アカエゾマツ 8.0 70

3 A-3 針葉樹 ヒバ 7.5 47

4 A-4 針葉樹 アカエゾマツ 8.0 57

5 A-5 広葉樹 ハルニレ 15.0 168

6 A-6 針葉樹 ヒバ 7.5 63

7 A-7 針葉樹 ヒバ 5.5 62

8 A-8 広葉樹 ハルニレ 15.0 140

9 A-9 針葉樹 アカエゾマツ 6.0 49

10 A-10 針葉樹 アカエゾマツ 4.2 23

11 A-11 針葉樹 ヒバ 6.0 50

12 A-12 広葉樹 ハルニレ 15.0 185

13 A-13 針葉樹 ヒバ 6.5 60 二本立

14 A-14 針葉樹 ヒバ 8.0 68

15 A-15 針葉樹 ヒバ 6.0 56

16 A-16 針葉樹 ヒバ 8.0 55

17 A-17 広葉樹 ナナカマド 7.5 62

18 A-18 針葉樹 イチイ 6.0 47 株立・別名オンコ

19 B-1 広葉樹 ハルニレ 7.0 76

20 B-2 広葉樹 シラカバ 12.0 120

21 B-3 広葉樹 サクラ 4.5 50

22 B-4 針葉樹 アカエゾマツ 10.0 96

23 B-5 針葉樹 ヒバ 8.0 69

24 B-6 広葉樹 サクラ 5.0 28

25 B-7 針葉樹 アカマツ 16.0 138

26 B-8 針葉樹 ヒバ 8.5 64 株立

27 B-9 針葉樹 ヒバ 8.0 66 株立

28 B-10 広葉樹 カエデ 5.0 34 傾斜

29 B-11 針葉樹 ヒバ 6.5 59 枯死

30 B-12 針葉樹 アカエゾマツ 7.0 54

31 B-13 針葉樹 アカエゾマツ 11.0 125

32 B-14 広葉樹 シラカバ 8.0 82 傾斜

33 B-15 広葉樹 シラカバ 11.0 83

34 B-16 針葉樹 アカマツ 8.0 83

35 B-17 広葉樹 ミズナラ 8.0 60

36 B-18 針葉樹 イトヒバ 0.8 ー 別名ヒヨクヒバ

37 B-19 広葉樹 カエデ 6.5 49
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伐採木対象範囲

38 B-20 針葉樹 アカマツ 11.0 55

39 B-21 針葉樹 アカマツ 13.0 98

40 B-22 広葉樹 ハンノキ 10.0 118

41 B-23 広葉樹 ミズナラ 9.0 43 株立

42 B-24 広葉樹 ナナカマド 6.0 29 二本立

43 B-25 針葉樹 ヒバ 9.0 60 株立

44 B-26 針葉樹 ヒバ 8.5 54 株立

45 B-27 広葉樹 カエデ 3.0 15

46 B-28 針葉樹 アカエゾマツ 9.0 77

47 B-29 針葉樹 ヒバ 7.5 54

48 B-30 広葉樹 カエデ 7.5 65

49 B-31 広葉樹 カエデ 6.0 33

50 B-32 広葉樹 ヤチダモ 10.0 96

51 B-33 針葉樹 ヒバ 7.0 85

52 B-34 針葉樹 ハイマツ 0.4 ー

53 B-35 針葉樹 ハイマツ 0.4 ー

54 B-36 針葉樹 ハイマツ 0.8 ー

55 B-37 広葉樹 ノリウツギ 4.5 33

56 B-38 針葉樹 アカエゾマツ 3.8 16

57 B-39 広葉樹 ナナカマド 7.0 30 株立

58 B-40 針葉樹 イチイ 6.0 110

59 C-1 針葉樹 ハイマツ 0.8 ー

60 C-2 針葉樹 ヒメゴヨウマツ 3.0 22

61 C-3 広葉樹 カエデ 5.0 40 倒木

62 C-4 広葉樹 カエデ 5.5 32

63 C-5 広葉樹 ナナカマド 6.0 35

64 C-6 針葉樹 ハイマツ 1.8 ー

65 D-1 広葉樹 ズミ 3.5 25

66 D-2 針葉樹 イトヒバ 2.0 25

67 D-3 広葉樹 ニシキギ 3.0 15

68 D-4 針葉樹 イトヒバ 2.0 30

69 D-5 広葉樹 ハナカイドウ 3.5 15

70 D-6 針葉樹 トドマツ 5.5 75

71 D-7 針葉樹 アカエゾマツ 6.0 55

72 D-8 広葉樹 ズミ 5.0 82

73 D-9 広葉樹 ズミ 5.5 52

74 D-10 針葉樹 ヒバ 4.8 47 傾斜

75 D-11 針葉樹 ヒバ 6.0 70

76 D-12 針葉樹 ヒバ 7.0 57

77 D-13 針葉樹 ヒバ 7.0 63

78 D-14 針葉樹 ヒバ 7.0 60 倒木

79 D-15 針葉樹 ヒバ 7.0 60 二本立

80 D-16 針葉樹 ヒバ 7.5 56

81 D-17 針葉樹 ヒバ 8.0 67

82 D-18 針葉樹 ヒバ 7.5 60

83 D-19 針葉樹 ヒバ 7.5 67

84 D-20 針葉樹 ヒバ 7.5 71

85 D-21 針葉樹 ヒバ 7.0 50

86 D-22 広葉樹 ズミ 6.0 44

87 D-23 針葉樹 ヒバ 7.0 66

88 D-24 針葉樹 ヒバ 6.5 53

89 E-1 針葉樹 ヒバ 7.0 78

90 E-2 広葉樹 カイドウ 5.0 25

91 E-3 針葉樹 ヒバ 7.5 86

92 E-4 針葉樹 ヒバ 7.5 75

93 E-5 針葉樹 ヒバ 7.5 77

94 E-6 針葉樹 ゴヨウマツ 3.0 10

95 E-7 針葉樹 ゴヨウマツ 3.0 10

96 E-8 針葉樹 ゴヨウマツ 3.0 10

97 E-9 針葉樹 ゴヨウマツ 3.0 10

98 E-10 針葉樹 ゴヨウマツ 3.0 10

99 E-11 針葉樹 イチイ 5.5 119

100 E-12 広葉樹 ハルニレ 11.0 145

101 F-1 広葉樹 サクラ 6.5 43

102 F-2 広葉樹 ヤチダモ 12.0 100

103 F-3 広葉樹 ヤチダモ 12.0 100

104 F-4 針葉樹 アカマツ 9.0 100

105 F-5 広葉樹 サクラ 5.0 45

106 F-6 針葉樹 イチイ 2.0 53 枯死

107 F-7 針葉樹 イチイ 3.0 13

108 F-8 針葉樹 イチイ 3.0 13

S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

【伐採平面図】

0 5m 10m 35m 50m

伐採木対象範囲

S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

平成 29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

4



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

地割平面図（1期工事）

S=1:200 (A1) 5

株式会社　ライヴ環境計画

平成  29年  3月  31日

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:400 (A3)

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

S=1:200 (A1)
S=1:400 (A3)

未舗装

※1）　区画線は2期工事とする

(10.00)

〈10.00〉

車道用縁石Ⅰ型

導水縁石

凡　　例

記 号 名　称

3,218.32m2

312.25m2

96.00m2

9100

3500 21@2500=52500

6000 6@2500=15000 2500 7@2500=17500 2500 6@2500=15000

3500 24@2500=60000

9
@
2
5
0
0
=
2
2
5
00

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

6000 5000
6000 6@2500=15000 2500 7@2500=17500 2500 6@2500=15000

135°
90
°

90°

10
50
0

32
02

6465

【地割平面図（1期工事）】

0 10m 30m

16.50m2

点名 Ｘ座標 Ｙ座標

M1 -63126.363 -12787.631

M2 -63078.465 -12784.498

M3 -63083.277 -12710.947

M4 -63088.305 -12720.504

M5 -63103.132 -12721.474

M6 -63125.519 -12723.940

M7 -63130.508 -12724.267

M8 -63092.103 -12710.189

座標値

備考

M9 -63104.522 -12699.295

M10 -63123.192 -12700.516

M11 -63151.002 -12702.336

M12 -63161.981 -12703.055

M1

M2
M3

M4

M5

M6

M7

M8

M9

M10

M11

M12

※2）　④取付道路断面は①駐車場と同様とする

導水縁石未施工範囲



白
　
湯
　
川

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成平面図-1（1期工事）

S=1:300 (A1)
6

株式会社　ライヴ環境計画

平　成　28　年　度

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:600 (A3)

第1工区整備工事

50960

90°

30m0 5m 10m 50m

【造成平面図-1（1期工事）】
S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

N

点名 Ｘ座標 Ｙ座標

M1 -63126.363 -12787.631

M2 -63078.465 -12784.498

M3 -63083.277 -12710.947

M4 -63088.305 -12720.504

M5 -63103.132 -12721.474

M6 -63125.519 -12723.940

M7 -63130.508 -12724.267

M8 -63092.103 -12710.189

座標値

M9 -63104.522 -12699.295

M10 -63123.192 -12700.516

M11 -63151.002 -12702.336

M12 -63161.981 -12703.055

10,000

+1.0m

±0.0m

+1.5m

築山



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成平面図-2（1期工事）

S=1:500 (A1) 7

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:1000(A3)

白
　
湯
　
川

チ
　
ッ
　
プ
　
川

ゴ
ミ
箱

30m0 5m 10m 50m 100m

【造成平面図-2（1期工事）】
S=1:500 (A1)
S=1:1000(A3)

N

平成 29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

※1）敷地から発生する残土は全て

+1.0m

±0.0m

+1.5m
盛土

築山(H=1.5m)

築山（エリア面積A=650m2程度）
このエリアで処理すること。

（規模・高さは監督員と協議の上決定すること。）
※2）法頭、法尻はラウンディング処理を行うこと。

※3）仕上げには腐食酸種子吹きつけを行うこと。

※2）法頭、法尻はラウンディング処理を行うこと。













1：300

1
：
1
0
0

DL=420.0

425.0

430.0

基 面 高
施　  工

勾　  配

地 盤 高

測  　点

曲  　線

盛　  土

切　  土

片 勾 配

平　　面　　図

縦　　断　　図

アプローチ道路縦平面図

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号図　示 13

株式会社　ライヴ環境計画

平　成　28　年　度

平成  29年 3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

第1工区整備工事

5
0
0

90°

5
0
0

7
0
0
0

10500

135
°

G
6
5 7

G
6
5 8

4
28
.0

84
4
27
.9

98

（1期工事）



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

舗装定規図

図　示

株式会社　ライヴ環境計画

平　成　28　年　度

平成  29年  3月 31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

第1工区整備工事

14

舗装定規図

S=1:10(A1)

車道用縁石Ⅰ型

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

導水縁石

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

舗装止縁石

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

面取りレンガ仕切

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

導水縁石下部詳細図

S=1:20(A3)

S=1: 50(A1)

駐車場標準定規図

S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

アプローチ道路標準定規図

S=1:100(A3)

S=1:10(A1)

車道用縁石Ⅰ型

S=1:20(A3)

S=1: 30(A1)

植樹桝詳細図

S=1: 60(A3)

ロードヒーティング施工部詳細図

S=1:5 (A1)
S=1:10(A3)

S=1: 50(A1)

アプローチ道路(仮設)定規図

S=1:100(A3)

車道用縁石Ⅰ型

均しコンクリート（C-1）

均しモルタル(1：3)

t=50

導水縁石

均しコンクリート（C-1）

均しモルタル(1：3)

t=50

舗装止縁石

均しコンクリート（C-1）

均しモルタル(1：3)

基礎切込材　0～40

t=20

t=50

t=60

t=20 均しコンクリート（C-1）

均しモルタル(1：3)

基礎切込材　0～40

t=20

t=60

t=100

普通レンガ(3種)50R

凍上抑制層：再生砕石(0～80)

下層路盤：再生砕石(0～40)

t=220

t=200

凍上抑制層：再生砕石(0～80)

下層路盤：再生砕石(0～40)

t=650

t=150

t=20

t=650

t=150

凍上抑制層：再生砕石(0～80)

下層路盤：再生砕石(0～40)

t=50上層路盤：再生アス安定処理(2期工事)

t=40基層：再生粗粒度アスコン(2期工事)

t=30表層：再生細粒度アスコン(2期工事)

(1層目)

(2層目)

(3層目)

発熱線(ループコイル)

2
2
0

1
6
0

盛
土
1：

1.
5

表層：再生細粒度アスコン(2期工事) t= 30

基層：再生粗粒度アスコン(2期工事)

上層路盤：再生アス安定処理(2期工事)

下層路盤：再生砕石(0～40)

凍上抑制層：再生砕石(0～80)

t= 40

t= 50

t=150

t=650

Σt=920

切
土
1：

1.2

表層：再生細粒度アスコン(2期工事) t= 30

上層路盤：再生アス安定処理（2期工事）

下層路盤：再生砕石(0～40)

凍上抑制層：再生砕石(0～80)

t= 50

t=200

t=220

Σt=500

（車道） （路肩）（路肩）

盛
土
1：

1.5

切
土
1：

1.
2

導水縁石

車道用縁石Ⅰ型

中央線 W=150外側線 W=150

外側線 W=150

1：
1.
5

再生砕石(0～80) t= 200

（車道）

盛土用土砂充填

t=1000

面取りレンガ仕切

面取りレンガ仕切

R=1.00m

客　土







排水作工詳細図-3

土のう積み（24袋×2段積み）

仮設工標準断面図

S=1：30(A1)
S=1：60(A3)

(河床)

根固めブロック(0.5ｔ級)

貼ブロック(300kg/m2)

土のう積み：設置（24袋×2段積み）

土のう積み：移設（24袋×2段）

仮設工平面図

S=1：100(A1)
S=1：200(A3)

NO.11

白湯川吐口工

（正面図）

S=1：30(A1)
S=1：60(A3)

（断面図）

GH=419.89(河床)

EL=421.400
横断暗渠 600型

i=0.426%

HWL=421.29

GH=419.89(河床)

GH=422.57

EL=421.400

下流側 上流側

根固めブロック(0.5ｔ級)

根固めブロック(0.5ｔ級)

貼ブロック(300kg/m2)

貼ブロック(300kg/m2)

横断暗渠 600型

吸出し防止材

河川敷地

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

排水作工詳細図-3

図　示

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

17

平　成　28　年　度

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

第1工区整備工事

（合成不織布t=10mm  9.8N/m)

EL=421.419

EL=421.704

FH=422.57
NO11 1300型集水桝

既設笠コンクリート

撤去・取り壊し

笠コンクリート打設

溶接金網（φ6-150×150）

木杭×3本（φ120 L=1,200）

既設笠コンクリート
撤去・取り壊し

笠コンクリート打設
溶接金網（φ6-150×150）

木杭×3本（φ120 L=1,200）

コンクリート切断工







汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成横断図 -1(1期工事)

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

S=1:200 (A1)
S=1:400 (A3) 20

用
地
界

用
地
界

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

(A1)S=1:200
(A3)S=1:400

造成横断図 -1（1期工事）

BA=12.4
CA=45.4

MBA=11.15
MCA=47.80

BA=28.2
CA=31.4

MBA=18.45
MCA=38.40

BA= 8.7
CA= 0.0

MBA= 18.45
MCA= 15.70

MBA= 4.35
MCA= 0.00

平成  29年  3月  31日

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

10,000

10,000

10,000

P= 7.0



汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成横断図 -2(1期工事)

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

S=1:200 (A1)
S=1:400 (A3)

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

(A1)S=1:200
(A3)S=1:400

造成横断図 -2(1期工事)

BA= 0.0
CA= 3.2

BA= 0.2
CA=60.7

MBA= 0.10
MCA=31.95

BA= 4.4
CA=54.9

MBA= 0.55
MCA=57.80

BA= 9.9
CA=50.2

MBA= 7.15
MCA=52.55

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

21

10,000

10,000

BA= 0.9
CA=54.9



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

全体平面図（2期工事）

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

0 5m 10m 30m 50m 100m

1工区アリア

6,353m2

2
,
0
00

2,000

2,
00
0

駐車場（132台）

アプローチ道路

【全体平面図（2期工事）】
S=1:  500 (A1)
S=1:1,000 (A3)

S=1:  500 (A1)
S=1:1,000 (A3)

平成 29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

22



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

地割平面図（2期工事）

S=1:200 (A1)

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:400 (A3)

地割平面図（2期工事）
S=1:200 (A1)
S=1:400 (A3)

S=1: 50 (A1)
S=1:100 (A3)

S=1: 50 (A1)
S=1:100 (A3)

S=1: 50 (A1)
S=1:100 (A3)

未舗装

(A) 分離帯割付図

(B) 分離帯割付図

(C) 分離帯割付図

(10.00)

〈10.00〉

車道用縁石Ⅰ型

導水縁石

凡　　例

記 号 名　称

3,218.32m2

312.25m2

195.08m2

9100

3500 21@2500=52500

6000 6@2500=15000 2500 7@2500=17500 2500 6@2500=15000

3500 24@2500=60000

9
@
2
5
0
0
=
2
2
5
00

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

5
0
0
0

6000 5000

6000 6@2500=15000 2500 7@2500=17500 2500 6@2500=15000

135°
90
°

90°

10
50
0

10678

32
02

6465

(A):L=18.80m

(B):L=31.60m

(C):L=80.34m

(D):L=152.96m

23

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

平　成　28　年　度

第1工区整備工事

点名 Ｘ座標 Ｙ座標

M1 -63126.363 -12787.631

M2 -63078.465 -12784.498

M3 -63083.277 -12710.947

M4 -63088.305 -12720.504

M5 -63103.132 -12721.474

M6 -63125.519 -12723.940

M7 -63130.508 -12724.267

M8 -63092.103 -12710.189

座標値

M9 -63104.522 -12699.295

M10 -63123.192 -12700.516

M11 -63151.002 -12702.336

M12 -63161.981 -12703.055

M1

M2
M3

M4

M5

M6

M7

M8

M9

M10

M11

※1）　区画線は2期工事とする

※2）　④取付道路断面は①駐車場と同様とする

16.50m2



白
　
湯
　
川

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成平面図（2期工事）

S=1:300 (A1)

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒環境協会まちづくり推進機構

S=1:600 (A3)

50960

90°

30m0 5m 10m 50m

【造成平面図（2期工事）】
S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

N
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点名 Ｘ座標 Ｙ座標

M1 -63126.363 -12787.631

M2 -63078.465 -12784.498

M3 -63083.277 -12710.947

M4 -63088.305 -12720.504

M5 -63103.132 -12721.474

M6 -63125.519 -12723.940

M7 -63130.508 -12724.267

M8 -63092.103 -12710.189

M9 -63104.522 -12699.295

M10 -63123.192 -12700.516

M11 -63151.002 -12702.336

M12 -63161.981 -12703.055

座標値



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

植栽平面図（2期工事）

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

ア

ア

ア

ア

サ

ヤ

ト ヤ

サ

備考

二脚鳥居　添木付　（幹周30cm未満）

八ツ掛　（幹周40cm未満）

支柱

2

4

本数

1.2

W

0.15

-

C

3.0
3.5

3.0
3.0

H

ヤマモミジ

エゾヤマザクラ
トドマツ

アカエゾマツ

樹木

ヤ

サ
ト

ア

記号
■新植木一覧表

1.2-

0.8
0.15 0.7

1

2

八ツ掛　（幹周40cm未満）

二脚鳥居　添木付　（幹周30cm未満）

S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

【植栽平面図（2期工事）】

0 5m 10m 35m 50m

0.4キンロバイ - 300 15cmポット

腐食酸種子吹付

A=500m2

張芝

A=19m2×4ヶ所

張芝
腐食酸種子吹付

 76
500 客土t=15cm

S=1:300 (A1)
S=1:600 (A3)

平　成　28　年　度

平成  29年  3月  31日

阿寒・フォレスト・ガーデン整備推進業務

第1工区整備工事
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-

二脚鳥居　添木付　（幹周30cm未満）3.5カツラカ 0.15 0.8 8

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ

カ



1：300

1
：
1
0
0

DL=420.0

425.0

430.0

基 面 高
施　  工

勾　  配

地 盤 高

測  　点

曲  　線

盛　  土

切　  土

片 勾 配

平　　面　　図

縦　　断　　図

アプローチ道路縦平面図

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号図　示 26
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90°
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（2期工事）
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電　源　方　式
契　約　種　別

設 計 発 熱 量
施  工  面  積
総  電  力  量

ユ ニ ッ ト 数

操  作  方  法

仕          様

発熱線折曲ピッチ
1ﾕﾆｯﾄの電流
1ﾕﾆｯﾄの電力量
1ﾕﾆｯﾄの面積

発 熱 線 種 別

ユニット仕様

㎡
Kw

u

㎡
Kw
A

mm

3φ3w  AC 200V   50Hz

16.0

4.32
21.60

80

A-1 A-2
EHC-120 EHC-46 無磁界無磁界 EHC-46 無磁界

A-3
EHC-120 EHC-46 無磁界無磁界 EHC-46 無磁界

B-1 B-2 B-3

6
25.92
96.0
270

出口側ゲートRH入口側ゲートRH

外気・降雪・地温センサーA・Bによる自動運転及び手動運転

A-
1

A-
2

A-
3

B-
1

B-
2

B-
3

A

B

センサー付属ケーブル　VCT 3Cx0.75sq 地温センサーA

2芯ケーブルHVV 2Cx5.5sq～3 FEP50φ～1本

FEP30φ～1本

A-1～A-3
A

2芯ケーブルHVV 2Cx5.5sq～3 FEP50φ～1本

センサー付属ケーブル　VCT 3Cx0.75sq FEP30φ～1本 地温センサーA
B

B-1～B-3

C 600v CV-T 100sq FEP80φ～1本 幹線ケーブル

A

内側絶縁
導体

内側絶縁

発熱抵抗線

外側絶縁

シース

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙ断面図（磁気対策型）

B

ループコイル　施工容領書より抜粋

1、ループコイルの埋設深さは、表層より40～70mmとする。
5、電気式ロードヒーティングの場合ヒーティング線と交差するように設置する。

※　ヒーターは、磁界抑制型のタイプを使用すること。

ヒーティングユニット

ﾕﾆｯﾄ占有長

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙ

ｽﾍﾟｰｻｰ

接続部ﾕ
ﾆｯ
ﾄ占

有
幅

標
準

 
1
,
0
00
 
mm

P ﾋﾟｯﾁ(mm)

端末

ピッチ  80  mm

C

16.0 16.0 16.0 16.0 16.0

10
,5
00

10
0

5,
15
0

5,
15
0

10
0

10,678

3,519

3,640

3,519

576

2,943

4,
40
0

75
07
50

4,
40
0

80

21.60
4.32

80

21.60
4.32

80

21.60
4.32

80

21.60
4.32

80

21.60
4.32ヒーティング範囲

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

ロードヒーティング詳細図-1

図示
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位置図
S=1:1,000

平面図
S=1:100

ロードヒーティング盤

LM-1

平成29年 3月 31日
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(A-1)

2
25

165
180

195

1
50

2
25

8
2
.8

4 7 4

4
.21
2

取付足寸法

融雪コントローラー　(2ch仕様)

 4-R3

 
1
2
0
 

 237 ± 2

 70  
16
8 
±
 2

電極面

２号コネクタ

ゴムパッキン

アルミケース

取付金具(ステンレス)

ゴムパッキン
２号コネクタ

硬質ビニル電線管(ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ) φ22

気温センサ
固定ネジ M4×8(ステンレス)

ゴムシート

 2-φ4.2

外気・降雪センサー

 50 10000±500
 60 

φ8.0×t0.5保護管

カシメ加工

熱収縮チューブφ6.5SF(04) リード収縮チューブ

 10 

地温センサー

2本

制御シーケンス

白黒

AA
200V

外気・降雪ｾﾝｻｰ

R

A

地温ｾﾝｻｰ

1

2

専用ケーブル

自動制御器 (融雪制御装置)

黒

地温ｾﾝｻｰ

B B

B

白

Ms-3 (2ch)

S

4

3 5

6

1φ2w
Mg Mg

1φ2w

A-1～A-3 B-1～B-3

5
0

700

1
0
00 1
1
21

370

321

350

8
80

9
20

635

580

620

φ２０

2
10

5
0

１０－アンカーボルト用穴
520

470

（開口寸法）

前

下面開口プレート

板厚ｔ＝１．６

2
45 1
7
0

3
5

7
0

1
60
.5

屋外用自立制御盤キャビネット（LM-1)

ＳＵＳ　指定色塗装

制御電源

ELB2P

NBL2P

1φ2w 1φ2w

MCB 3P 100AT

15A

30A

ELB2P

30A

1φ2w

ELB2P

30A

MG-2
1φ2w

ELB2P

30A

1φ2w

ELB2P
30A

1φ2w

ELB2P

30A

MG-1 MG-3 MG-4 MG-5 MG-6

(A-2) (A-3) (B-1) (B-2) (B-3)

A-1 A-2 A-3 B-1 B-2 B-3

分 電 盤 結 線 図

3Φ3Ｗ 200Ｖ

(4.32kw) (4.32kw) (4.32kw) (4.32kw) (4.32kw)(4.32kw)

25.92Kw

ループコイル　施工容領書より抜粋

1、ループコイルの埋設深さは、表層より40～70mmとする。

5、電気式ロードヒーティングの場合ヒーティング線と交差するように設置する。

※　ヒーターは、磁界抑制型のタイプを使用すること。

CV-T 100sq

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

ロードヒーティング詳細図-2

S=1:100(A1)
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S=1:200(A3)
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再生砕石（0～80）

基礎コンクリート（C-4）
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321

350

ロードヒーティング盤

1
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2
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3
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2
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900

1000

520

620

1
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2
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2
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再生砕石（0～80）

基礎コンクリート（C-4）

▽G.L ▽G.L

28

平成29年 3月 31日

4
00

1900×1520

4
00

1900×1520



　駐車券発行機

形　　　状 自立型　防雨構造

材　　　質

塗　装　色

質　　　量

AC100V±10％　50／60Hz電　　　源

仕　　　様

消費電力 定格：455W(ヒーター付）

約151kg

鋼板製

日塗工F19－75X近似色（こげ茶色）

AP 　全自動料金精算機 1台

自立型　防雨構造形　　　状

材　　　質

塗　装　色

質　　　量

本体：鋼板製　ゲートバー：グラスファイバ－

約60kg

日塗工F19-75X近似色（こげ茶色）

AC100V±10％　50／60Hz電　　　源

仕　　　様

消費電力

CG 　カーゲート 2台

定格：340W(ヒーター付)

形　　　状 自立型　防雨構造

材　　　質

塗　装　色

質　　　量

消費電力

電　　　源

仕　　　様

鋼板製

約85kg

AC100V±10％　50／60Hz

日塗工F19－75X近似色（こげ茶色）

TD 1台

定格：340W(ヒーター付)

ループ巻数 4～6巻

リード線長

仕　　　様

品　　　名 AM－LC－CYケーブル

標準6m、10m　　最長15m

LC 　ループコイル 4面

※参考図

MC 　監視盤 1台※将来対応 1台TB 　中継盤 1台

※参考図

自立型　防雨構造形　　　状

材　　　質

塗　装　色

鋼板製

仕　　　様

マンセル2.5Y9/1（クリーム）

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

パーキングシステム詳細図-1

-
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平成 29年 3月 31日
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出口機器入口機器

分電盤回路内容(別途工事)

TD
IG

tPD

LED

LC1

LC2

AP

tPD
LC3

LC4

BC
CG

CG
BC

LED

t

(22)CV2□-3C

(22)
(22)

CV2□-3C
CPEV-S0.9-5P

(22)CVV2□-6C

KPEV-SB0.5□-2P (22)

(22)
(22)

CV2□-3C
CPEV-S0.9-5P

(22)CV2□-3C

(28)CPEV-S0.9-10P

(28)CPEV-S0.9-10P
(28)CPEV-S0.9-7P

CV 2 □-3C
CV 2 □-2C

（22)
(22)

CV 2 □-3C
CV 2 □-2C×2

（22)
（28)
(28)CPEV-S0.9-7P

TB

CV ※ □-3C×2
CV ※ □-2C×3

(※)
(※)

(22)CVV2□-6C

建物内

　カーゲート

　バーキャッチャー

　ループコイル

　全自動料金精算機

　駐車券発行機

　ループ感知器

　入場案内放送機

　出場案内放送機

　インターホン親機

　インターホン子機

　分電盤

　LEDライン照明

　D種接地工事

別途工事

電気工事

電気工事

記　号 名　　　　　　称 備　　　考 数　量

TD

AP

CG

BC

LC

PD

IG

t

t

2

1

1

1

1

2

1

1

1

2

4

2

2

1

1

TB

　監視盤 ※将来対応

　中継盤 1

予備表示灯

24時間

タイマー
表示灯タイマー

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

パーキングシステム詳細図-2

-
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平成 29年 3月 31日

図面番号 30



年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

樹木支柱詳細図

図　示

株式会社　ライヴ環境計画

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構
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樹木支柱詳細図

平　成　28　年　度

平成  29年  3月  31日
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第1工区整備工事



汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

汚水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

温水管

Φ300

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

水道管

Φ200

推定位置です。

詳細資料がないため

年　度

事業名

工事名

図面名

縮　尺

設計年月日

設計者名

図面番号

造成横断図 -1(2期工事)
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S=1:200 (A1)
S=1:400 (A3) 32

用
地
界

用
地

界

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

DL=420.00

(A1)S=1:200
(A3)S=1:400

造成横断図-1（2期工事）

BA= 0.7
CA= 5.6

MBA= 0.35
MCA= 2.80

BA= 0.6
CA= 4.0

MBA= 0.65
MCA= 4.80

BA= 1.4
CA= 1.8

MBA= 1.00
MCA= 2.90

BA= 0.0
CA= 0.0

MBA= 0.70
MCA= 0.90
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